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1. はじめに 

平成 23年㸦2011年㸧3月 11日にⓎ⏕した東北地方太平洋沖地㟈と津波により、太平洋

側沿岸域、≉に東北地方における⁺業・水⏘業が壊⁛ⓗ⿕害を受けた。⁺業・水⏘業の復

⯆には、その⏘業基┙となるᾏ洋⎔境・ᾏ洋⏕態⣔が受けた影㡪や、その後の変化を正☜

にとらえる必せがある。しかし、ᾏ域の⿕⅏≧況は可どⓗ判断も㞴しく、◊✲⪅による専

㛛ⓗな技⾡と学⾡ⓗ▱ぢが必せとされる。 

文㒊⛉学┬は、東北地方太平洋沿岸から沖合域の⿕⅏≧況とその後の変化について⛉学

ⓗㄪ査に基づく事実を明らかにし、⁺業・水⏘業復⯆に㈨するㄪ査◊✲プロジェクトを公

募した。極めて⏒大かつ広⠊囲にわたる⿕害であり、多様なᾏ洋⛉学分㔝における▱ぢが

必せであることから、東北大学、東京大学大気ᾏ洋◊✲所、ᾏ洋◊✲㛤Ⓨ機構が中核機㛵

となり、岩手大学、東京ᾏ洋大学、北㔛大学、東ᾏ大学などを委ク機㛵とし、東北マリン

サイエンス拠Ⅼ形成事業㸦ᾏ洋⏕態⣔のㄪ査◊✲㸧に応募した⤖果、採択された。期㛫は

平成 23年度㸦2011年度㸧から令和 2年度㸦2020年度㸧までの 10年㛫である。 

 

2. 東北マリンサイエンス拠Ⅼ形成事業の実施体制 

図 1㸬➨Ⅰ期および➨Ⅱ期におけるᮏ事ᴗの実施体制図 



本事業は政府の基本方㔪に従い、大きく 2つの時期に分けられる。➨Ⅰ期は、平成 23

年度から平成 27年度までの「㞟中復⯆期㛫」、➨Ⅱ期は平成 28年度から令和 2年度まで

の「復⯆・創⏕期㛫」である。➨Ⅰ期では東北地方太平洋沖地㟈と津波によってᾏ洋⎔境

とᾏ洋⏕態⣔が受けた影㡪とその後の変化に㛵するㄪ査◊✲を中心とし、➨Ⅱ期では実㝿

の⁺業復⯆に㈉⊩することを┠ⓗとしたㄪ査◊✲に力Ⅼを⨨いて⾜った。そのために実施

体制も対応した㸦図㸯㸧。 

 

3. 活動概せ 

本事業の活動は大きく 4つに分けることができる。一つはᾏ洋⎔境・ᾏ洋⏕態⣔モニタ

リングである。この活動の中には⿕⅏した宮城┴と岩手┴のいくつかの沿岸域、沖合域の

⾲層から底層域のᾏ洋⎔境・ᾏ洋⏕態⣔のㄪ査◊✲を⾜い、その⤖果を⁺業⪅、⁺業㛵係

団体、地方⮬治体に㓄信して⁺業・水⏘業の基┙となるデータを共有してきた活動であ

る。ㄪ査◊✲内容はᾏ底地形やがれきなどの分布≧況、水 や塩分などの≀⌮ⓗ⎔境㡯

┠、栄㣴塩、汚染≀㉁、岩♋⸴場や◁域の⏕≀⩌㞟動態などである。2つ┠は、実㝿の

⁺業・水⏘業の復⯆支援につながった◊✲活動である。これは◊✲⪅単⊂ではなく、⁺業

⪅との協力㛵係の下に⾜った活動である。例えばホッキガイ⁺業の復⯆支援に㛵する◊

✲、名取川河口域におけるアサリやシジミ⁺業の復⯆支援、☾↝け対⟇による⁺場復⯆支

援◊✲、㈅毒プランクトンのⓎ⏕に㛵する◊✲、新たなワカメ㣴殖技⾡の㛤Ⓨ◊✲、ホタ

テガイの㣴殖⟶⌮に㛵する◊✲、マナマコの増㣴殖⏕⏘に㛵する◊✲、サケの⏕⏘性向上

に㛵する◊✲、ミズダコ⁺の効⋡化に㛵する⡆易ほ察カメラの㛤Ⓨ◊✲、そして人文♫会

学ⓗ手法による⁺業復⯆への取り⤌み◊✲など、多彩な◊✲活動が⾜われた。3つ┠は、

今後の持⥆ⓗ⁺業につなげるために、これまでの✚み上げられた◊✲成果を基にᾏ洋⏕態

⣔・ᾏ洋≀⌮モデルを構⠏する◊✲である。これには低次⏕⏘モデル、≉定の⏕≀✀に╔

┠したモデル、㣗≀⥙構㐀に基づく⏕≀個体⩌サイズのモデル、女川‴のハビタットマッ

プに㛵する◊✲などである。これは㟈⅏復⯆に␃まることなく将来をぢ据えた◊✲として

位⨨づけられる。そして 4つ┠は、本事業で得られたデータを本事業で㛢じるのではな

く、将来の◊✲につなげるためのデータ公㛤に㛵する◊✲活動である。 

 

本公㛤シンポジウムでは、➨Ⅰ㒊において上グ活動成果のトピックのⓎ⾲がなされる。

また、本事業で実施した活動内容、ㄪ査◊✲成果は本事業の成果報告書㸦東北マリンサイ

エンス拠Ⅼ形成事業㸦ᾏ洋⏕態⣔のㄪ査◊✲㸧成果報告書㸧として、すべての国公❧大学

と協力⚾❧大学、各㒔㐨府┴に㓄布した。また、ご協力をいただき、共に活動をしてきた

市⏫村、各地域の⁺業協同⤌合、各✀協力団体にも㓄布した。ご参↷、ご活⏝いただける

ことを心から㢪うものである。 



㟈⅏⎰♟・⎔境ởᰁ≀㉁の㛗期モニタリングからぢえてくるもの  
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1. はじめに 

2011年にⓎ⏕した東北地方太平ὒἈ地㟈とὠἼにより大㔞の人Ⅽ㉳※≀㉁が三㝣Ἀにὶ

出した。また、㧗度⤒῭成㛗期にᾏ域にὶ入し、堆✚≀῝㒊に埋ἐしていた有害ởᰁ≀㉁

がὠἼによる撹乱によってᾏ中に広く拡散した可⬟性が指摘されている。⎔境┬の推ィに

よると岩手┴、宮城┴、⚟島┴からὶ出した廃Რ≀の⥲㔞は 480.2万トンに上り、うち㸱

割が⁻ὶゴミ、ṧりの㸵割がᾏ底にỿんだものと⪃えられている。⁻ὶした㟈⅏⎰♟は⯪

⯧の⯟⾜の㞀害となったほか、一㒊はᾏをΏり、北⡿やハワイのᾏ岸に 16㛛 289✀の日

本⏘ᾏ岸⏕≀を届けたと報告されている。一方、ᾏ底にỿんだ⎰♟は⁺ᴗに悪影㡪を及ぼ

しており、底びき⥙や㈅᱆⥙などの⁺具を◚損するといった⿕害やΰ⋓したᾏ底⎰♟がỈ

⏘有⏝✀を傷つけて商品価値を下げるといった問㢟がⓎ⏕した。これらを改善するための

方⟇として、ἢ岸域では地方⮬体が中心となり、⁻ὶ⎰♟の回収や㡢㡪ソナーなどを⏝

いた⎰♟位⨨の≉定とᾘἼブロックなど大型⎰♟の回収事ᴗが実施されたほか、Ἀ合底び

き⥙⁺ᴗ協同⤌合によるᾏ底⎰♟の㝖去が⥅⥆ⓗに実施されている。また⯟㊰やἩ地のὠ

Ἴ堆✚≀については、国土交㏻┬や地方⮬体によってὼ 作ᴗが⾜われた。 

このような≧ἣの中、本事ᴗではὠἼによりᾏ域にὶ出した人Ⅽ㉳※≀㉁の挙動を明ら

かにし、人㛫ά動への影㡪をホ価するとともに、今後の影㡪について推定した。 

 

2. ⤖果と⪃察 

大ᵔ‴、女川‴およびその周㎶ᾏ域において、㔜㔠属元⣲と有ᶵởᰁ≀㉁の⾲層堆✚≀

中の⃰度をㄪべた⤖果、㟈⅏┤後に一時ⓗに⃰度が㧗くなった≀㉁も一定期㛫⤒㐣後には

⃰度が低下し、⌧在では東京‴など㒔市㒊周㎶のᾏ底堆✚≀とẚ㍑して低⃰度であること

がわかった。またᾏỈ中の㔜㔠属元⣲⃰度も国内の他のᾏ域と㢮似した値を♧しており、

⏕≀ά動に悪影㡪を与えるレベルにはないものと推定した。加えてἢ岸に⏕息する底⏕⏕

≀の㌾体㒊や㈅Ẇに含まれる㔜㔠属元⣲ 定を実施した⤖果、ὠἼ┤後の時期以外は㝣※

≀㉁の寄与は小さく、ὠἼによる㔜㔠属ởᰁの可⬟性は低いものと推定した。⏕体に対す

るẘ性が強く、ᵝ々な㞀害を引き㉳こすことが▱られるポリ塩化ビフェニル㸦PCB㸧の三

㝣Ἀ合の底⏕⏕≀や底㨶㢮への✚を明らかにするために、⏕≀に含有する PCB⃰度を 

定した⤖果、≉に㣗⏝に⏝いるỈ⏘有⏝✀にはὠἼに伴う PCB ởᰁの兆候は☜ㄆできな

かった。 

宮城┴Ἀ合底びき⥙⁺ᴗ⁺場Ύ掃事ᴗによって回収されたᾏ底⎰♟情報や↓人探ᰝᶵな



どを⏝いたᾏ底ほ察情報をもとに、ᾏ底⎰♟の⤒年変化と分布を⪃察した⤖果、⎰♟はἈ

合に拡がりながら密度をῶじ、ᾏ底地形に㉳因する≉␗Ⅼに㞟✚しやすいこと、⎰♟の✀

㢮によってはᾏ底に定位せず、⛣動していることなどを明らかにした㸦図 1㸧。また宮城┴

Ἀ合ᾏ域ᾏ底≧ἣㄪᰝのソナーデータより⟬出した⎰♟分布情報と各✀⎔境データから⎰

♟の堆✚を推定するモデルをᵓ⠏した。その⤖果、⎰♟の堆✚㔞をỴめるせ因は場所ごと

に␗なり、㏆㞄の⯪⯧保有数やἙ川⋡、ὠἼの㐳上㧗、ᾏ底地形の」㞧さなどがṇに影㡪

する一方で、ἢ岸からの㊥㞳とὶ㏿の大きさが㈇の影㡪を及ぼし、それらが⎰♟の堆✚に

」合ⓗに作⏝するものと推定した。 

 

図 1.ᾏ底⎰♟密度の⤒年変化。各月ẖに回収されたᾏ底⎰♟㔞の一⥙当たりの平均値を⦪㍈に

グした。■㸸布団㢮、■㸸ᮌ屑㢮、■㸸その他。 

 

3. おわりに 

以上の◊✲⤖果、東北地方太平ὒἈ地㟈によりⓎ⏕したὠἼにより㝣域からὶ出した人

Ⅽ㉳※≀㉁や⎔境ởᰁ≀㉁は、⮬体や⁺ᴗ⪅の努力もありẚ㍑ⓗ▷時㛫のうちに地㟈前

のレベルに戻りつつあり、⁺ᴗをはじめとするἢ岸⤒῭ά動に与える㈇の影㡪は地㟈┤後

とẚして大きくῶ少した。しかしながら復⯆事ᴗに伴うᾏ域への土◁のὶ出やᾏ岸⥺の変

更などが少なからず⏕態⣔に影㡪を与えていると推定される事例も☜ㄆされているほか、

未回収の変圧器やコンデンサなどの㔠属容器が⭉㣗し、ᾏ域に PCBが拡散することへの懸

念は払拭されていない。また㟈⅏からもうすぐ 10年となる今日においても、ὠἼに⏤来

する⎰♟が時に大㔞に回収されることがあり、⁺ᴗの妨げとなっている。東北マリンサイ

エンス拠Ⅼ形成事ᴗは今年度でその任を⤊えるが、この㛫に培った技⾡や▱㆑を地域に㑏

元し、それぞれのコミュニティーが⮬律ⓗにᾏ域のモニタリングを⥅⥆できるよう支援す

ることが、本事ᴗが最後に担うべき役割であろう。 



サケにとっての㟈⅏、そしてこれから  

 

兵⸨ 晋 
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1. はじめに 

サケは東北地方にとって基幹となるỈ⏘㈨※である。ふ化放ὶ事ᴗにより、岩手┴では

1980年代以㝆、年㛫 4億尾を上回る✀ⱑを⏕⏘・放ὶし、三㝣ἢ岸に戻るサケの数も増加

した。東日本大㟈⅏がⓎ⏕した 3月 11日はサケ⛶㨶の放ὶが㛤始された時期と㔜なっ

た。ὠἼはἢ岸の多くのふ化場を◚壊し、ふ化場やἙ川、さらには‴内に⏕息していたサ

ケ⛶㨶の多くが≛≅になったと⪃えられる。 

サケは回㐟㨶であり、三㝣のἙ川やふ化場で⏕まれた⛶㨶は 3月から 5月㡭にᾏに㝆

り、3〜5年の外ὒ⏕άの後に⏕まれたἙ川に戻る。したがって、㟈⅏の影㡪を把握するた

めには、Ἑ川やἢ岸の⎔境変化による▷期ⓗな影㡪に加え、㛗期ⓗなどⅬで影㡪をㄪべる

必せがあった。2016年度以㝆は、サケ⛶㨶やぶ㨶の⏕態・⏕⌮学ⓗ≉性にὀ┠した◊✲を

㐍めることで、サケ㈨※の回復や三㝣Ỉ⏘ᴗの復⯆に㈉⊩することを┠指してきた。 

2. サケぶ㨶の回帰に対する㟈⅏の影㡪 

新おおつち⁺協の協力を得て、2012年から 2017年までの 6年㛫、10月から 1月までẖ

月定⨨⥙⁺に同⾜し、捕⋓ㄪ査を⾜った。㟈⅏年にᾏに㝆った 2010年⣭⩌が 3ṓ㨶なら

びに 4ṓ㨶として回帰する 2013年と 2014年において、2010年⣭⩌は少なく、≉に 2014

年には本来主⩌となるべき 4ṓ㨶が⣙ 2割までⴠち㎸んだ㸦KXsakabe et al., 2019㸧。同ᵝの

⌧㇟は、大ᵔ川や㬼住居川で捕⋓されたサケぶ㨶でもみられた。一方で、ふ化場が大きな

⿕⅏を免れ、㟈⅏年もふ化放ὶが⾜われた⏥子川では、2010年⣭が主⩌として回帰した

㸦北川ら、2017㸧。このようなἙ川による㐪いは、岩手┴Ỉ⏘技⾡センターや東北区Ỉ⏘

◊✲所によるㄪ査でも報告され、ふ化放ὶ事ᴗの㈉⊩をあらためて♧すものとなった。

2015年以㝆、大ᵔ‴に回帰したサケぶ㨶の年㱋ᵓ成は㟈⅏前の典型ⓗなパターンに戻った

一方で、サケぶ㨶の⁺⋓㔞はさらにῶ少した。 

回帰ぶ㨶の‴内での⾜動をㄪべた⤖果からは、ἢ岸を南北に⛣動しながら㐳上Ἑ川を探

⣴していること、大ᵔ‴では‴内の南側から時ィ回りにἙ川に向かうことが♧され、‴内

での⾜動は、反時ィ回りにὶれる⾲層Ἑ川Ỉにἢった⾜動であることがわかった㸦Nobata 

et al., 2019㸧。 

3. サケ⛶㨶やぶ㨶の⏕態・⏕⌮学ⓗ≉性にὀ┠したά動 

サケ⛶㨶の㝆ᾏ┤後のἢ岸⏕ά期ならびに㉺冬期の成㛗⋡が、サケぶ㨶の回帰に大きな

影㡪を及ぼすことが♧唆されたため、2016年度からの➨Ⅱ期には以下の◊✲を㐍めた。1) 

ふ化放ὶを⾜っている大ᵔ川と、ふ化放ὶを⾜っていない小㙓川におけるサケの⮬↛⏘卵



の実態および⛶㨶の㝆ᾏ⏕態、2) 採㞟ㄪ査ならびに⎔境 DNA分析による、大ᵔ‴内にお

けるサケ⛶㨶の分布⏕態、3) 㫽㢮によるふ化放ὶ㨶の捕㣗、4) サケの 度⪏性とᾏỈ㐺

応⬟力㸸北上Ỉ⣔のサケを⏝いた◊✲、5) 岩手┴ἢ岸Ἑ川に㐳上するサケの㑇伝≉性、

などである。 

㸯)では、⮬↛⏘卵に⏤来するサケ㔝⏕㨶の⏘卵(Aoyama 2017)および⛶㨶の㝆ᾏ⏕態

を、三㝣で初めて明らかにした。2)では、⎔境 DNAによる㛗期㛫の広域ㄪ査により、サケ

⛶㨶が㝆ᾏ┤後はἼ打ち㝿を一時ⓗな⏕⫱場として利⏝し、成㛗に伴って岸から㞳れ、さ

らにはぶ₻の動きとあわせるように 3月から 4月上旬にかけてと、5月以㝆という 2回、

オホーツクᾏに向けて大ᵔ‴から出ていくことが♧された㸦Minegishi et al., 2019㸧。同じỈ

サンプルからサケ⛶㨶と㣵となるプランクトンの✀㢮と㔞を分析できることから、今後の

ふ化放ὶに㔜せな情報を提供できると⪃えている。3)のㄪ査では、カモメ⛉、サギ⛉、ウ

⛉を含む 21✀の㫽㢮においてサケ⛶㨶捕㣗が☜ㄆされ、捕㣗のホットスポットも同定さ

れたが、主せな捕㣗⪅であるカモメ⛉による捕㣗は放ὶ数の 0.28%⛬度と推定された。一

方で、㜵㫽テグスのタ⨨によりカモメ⛉の㣕来数がῶ少したものの、サギ⛉とウ⛉による

捕㣗のために、かえって捕㣗推定㔞が多くなるという⤖果も得られた。4)と 5)の◊✲から

は、北上Ỉ⣔のサケが㑇伝ⓗに⊂❧した㞟団であること㸦TsXkagoshi et al., 2015㸧、他の三

㝣ἢ岸㞟団にẚべて㧗い 度帯で㐟Ὃ⬟力が⥔持されるなど㐺Ỉ が␗なることが明らか

になった㸦Abe et al., 2019㸧。 

4.アウトリーチά動㸸サケ㈨※回復への㈉⊩ 

上グの成果を⁺ᴗ⪅ならびに⾜政㛵係⪅と共有するため、2013年からẖ年、┒岡市にお

いて「さーもん・かふぇ」を実施してきた。本事ᴗにより得られた三㝣⊂⮬のぶ㨶の回帰

⾜動、サケ㈨※㐀成への㔝⏕㨶のά⏝や、⎔境に合わせた⛶㨶放ὶ手ἲの᳨ウ、ᾏ㫽によ

る放ὶ㨶の㣗害対⟇などに加え、最新のサケ増㣴Ṫ技⾡を⤂介するため、宮城┴や㟷᳃┴

の㛵係⪅によるㅮ₇も実施した。こうした取り⤌みにより、ẖ回 100名㏆い㛵係⪅が㞟ま

る、本事ᴗの情報ハブとしてᶵ⬟している。 

5. これからのά動 

すでにヨみが⾜われている㝆ᾏ┤後の⛶㨶のᾏ㠃㣴Ṫをはじめ、㣗㈨※であるサケの増

㣴Ṫ技⾡の㛤Ⓨは、今後も㔜せな取り⤌みである。その一方で、三㝣のサケの⏕≀学・文

化ⓗ価値をほ光㈨※や教⫱㈨※としてά⏝し、新しい地域の力とすることを┠指した。こ

の「ᾏと希望の学校 in三㝣」では、住Ẹや⏕徒との対ヰ型授ᴗを実施する中から、復

⯆・振⯆においてᾏの持つ可⬟性とそれを⏕かしたローカルアイデンティティの☜❧、人

材の⫱成を┠指している。本事ᴗで㐍めた⎔境 DNA◊✲も「オーシャン DNAプロジェク

ト」として東京大学の未来♫会協創教⫱◊✲事ᴗとして 2020年度から採択され、今後の

三㝣ἢ岸から外ὒまでのᾏὒ◊✲の柱のひとつとなった。このように本事ᴗの成果は、今

後の三㝣ἢ岸地域復⯆・振⯆のための新たな拠Ⅼ形成として実を⤖んでいる。 



⁺ᴗ復⯆支援から、⎔境にㄪ和した㣴Ṫへ 
 

原 ⣲之 
ᮾ北大学大学㝔㎰学◊✲⛉ 

motoyuki.hara.c6@tohoku.ac.jp 

 
1.はじめに 
マリンサイエンス事ᴗのㄢ㢟㸯では、ᮾ日ᮏ大㟈⅏で⏒大な⿕害を受けた⁺ᴗ復⯆支援

に㈉⊩することを一つの┠ᶆに、宮城┴ἢ岸を中心にㄪᰝ◊✲を㐍めてきました。プロジ

ェクトのᴫせで⤂介されたように、志ὠ川‴のᾏ中ᯘ修復・⥔持や、仙台‴のガレキ埋ἐ

⁺場での⁺ᴗ再㛤支援など、多くのㄪᰝ◊✲ά動が⾜われました。ここでは、同事ᴗの

H27までの前期ㄢ㢟として、㎿㏿な⁺ᴗ復⯆支援に㔜Ⅼをおいた㩪ᾆ‴におけるマボヤ㣴
Ṫの早期再㛤のための数値モデルを使った天↛採ⱑ場の探⣴、並びに H28年からの後期ㄢ
㢟として、将᮶をぢ据えた持⥆可⬟な⁺ᴗの実⌧に㔜Ⅼをおいた、㛗㠃ᾆにおける⏕態⣔

モデルを使った⎔境にㄪ和した㣴Ṫἲの᳨ウをご⤂介します。 
 
2.具体ⓗな取り⤌み 
 事例① 㩪ᾆ‴におけるマボヤ㣴Ṫ早期再㛤のための天↛採ⱑ場の探⣴ 
㩪ᾆ‴は宮城┴の∻㮵半島ᮾ岸の中⛬に位⨨する、9km2⛬の小さな‴です。しかし、

かつてマボヤ㣴Ṫ⏕⏘㔞が日ᮏ一とゝわれた前⥙があり、また、日ᮏでも有数の天↛✀

ⱑの⏕⏘地でした。しかし、ᮾ日ᮏ大㟈⅏は、同‴の㣴Ṫ施タをひとつṧらず◚壊しまし

た。マボヤ㣴Ṫは天↛✀ⱑを使うこと、⏘卵には㸱年以上かかること、卵の供⤥は㣴Ṫマ

ボヤが㈉⊩していることなどから、㣴Ṫの復旧には、数年をせすると予 されました。一

方、㟈⅏後も天↛のぶマボヤが☜ㄆされました。そこで、少しでも早く、多くの✀ⱑを㞟

め、㣴Ṫサイクルを復άさせるため、数値モデルを使った効⋡ⓗな天↛採ⱑ場の探⣴をヨ

みました。具体ⓗには、⌧場のὶἣをほ察し、そのデータを基に、‴全体のヲ⣽なὶ動モ

デルを作りました。その⤖ᯝ、㩪ᾆ‴のὶれは、三㝣では⌋しい㏫エスチュアリー循⎔ὶ

で、‴口岩場に分布する天↛マボヤや㣴Ṫマボヤが⏘卵すると、卵や幼⏕が‴奥に入って

くるὶれであり、天↛採ⱑには好᮲件であることがわかりました。 
ḟに、ὶ動モデルの再⌧性を☜か

めながら、拡散モデルをᵓ⠏し、マ

ボヤの卵と幼⏕にぢ❧てた⢏子を⛣

動させ、効⋡ⓗな天↛採ⱑ場を探し

ました。その⤖ᯝ、㟈⅏前からの採

ⱑ場も含めて」数の天↛採ⱑに㐺し

た場所が予 されました。その情報

を基に⾜った採ⱑヨ㦂でも、予 さ

図 1マボヤ卵幼⏕の拡散予測と幼⏕分布ㄪ査⤖果 



れたṤどの場所で多数の✀ⱑの╔底が☜かめられ、新たな採ⱑ場が☜保されました㸦図 1㸧。
しかし、㟈⅏の 2年㛫は採ⱑ数が⃭ῶしましたが、㟈⅏ 3年後から採ⱑ数が急⃭に増加し
ました。そのせ因は、予想外に天↛マボヤが大増Ṫしたためで、㟈⅏前からの採ⱑ場所で

十分な✀ⱑが☜保できるようになりました。さらに、最大のᾘ㈝地であった㡑国が㍺入制

㝈をしたため、㟈⅏前以上の⏕⏘㔞に㐩しましたが、㣴Ṫマボヤの廃Რとゝう問㢟が㉳き

てしまい、このㄪᰝは一定の成ᯝをあげられましたが、⤊了することになりました。 
 事例②㸸㛗㠃ᾆにおける⏕態⣔モデルを使った⎔境にㄪ和した㣴Ṫἲ 
㛗㠃ᾆは、宮城┴の㏣Ἴ‴奥に位⨨し、新北上川Ἑ口が㞄接する㛢㙐性の強いỈ域です。

ここは、宮城┴では⌋しく、㣴Ṫカキが㸯年で出Ⲵサイズになり、その㌟入りが㠀常にⰋ

いことで▱られています。しかし、㟈⅏前はỈ㊰が⊃く、ᾆ奥㒊が῝くなり、㝣地に囲ま

れるなど、その地形ⓗ≉徴によって、夏季には成層がⓎ㐩しやすく、底層に㈋㓟⣲Ỉ塊が

Ⓨ⏕、カキの大㔞斃Ṛがしばしば㉳きていました。㟈⅏後、Ỉ㊰が大幅に拡大され、ᾏỈ

交換が改善されたと⪃えられます。事実、㟈⅏後は大㔞斃Ṛによる⿕害は報告されていま

せん。㟈⅏前後の㣴Ṫ⟁の数をㄪべると、⟁サイズが少し大きくなりましたが、台数はṤ

ど変化していません。そこで、将᮶に向け、より安定した㣴Ṫ⏕⏘を実⌧させるため、⏕

態⣔モデルをᵓ⠏し、㐺切な㣴Ṫマガキの収容㔞を᳨ウしました。その⤖ᯝ、⌧在の㣴Ṫ

㔞を 2倍にすると成㛗が 6割にⴠち、⥲Ỉ揚げ㔞は 1.1倍にしかなりませんでした。㏫に、
密度を 1/2にしても成㛗が 1.8倍になり、⥲Ỉ揚げ㔞は 0.9倍で、1割しかῶらないことが
わかりました㸦図 2㸧。さらに、収容㔞を 2倍にすると、⌧≧よりも⎔境に与える㈇Ⲵが増
加し、㓟⣲ᾘ㈝㔞が増加し、㈋㓟⣲Ⓨ⏕リスクが

㧗まること、㏫に、1/2にすると、⌧≧よりも⎔
境㈇Ⲵが改善され、㈋㓟⣲リスクもῶ少すること

が☜ㄆできました。底⏕⏕≀や⎔境保全に㔜せな

役割をᯝたしているアマモの成⫱にも影㡪するこ

とも予 されました。すなわち、㣴Ṫカキの収容

㔞を変えることにより、⏕⏘㔞だけではなく、周

㎶⎔境にも影㡪することがわかりました。 
 
3.ㄢ㢟と今後の展㛤 
今回の⏕態⣔モデルには、マガキのṚ亡⋡、ᰤ㣴塩⿵⤥⤒㊰、付╔≀情報など改善する

Ⅼもṧされています。さらに、⏕態⣔モデルからの㐺ṇ㣴Ṫ収容㔞だけでは、労働時㛫、

㈨ᮦ㈝、ὶ㏻㐣⛬での価᱁変化などのせ因が反映されていません。地域での持⥆可⬟な⁺

ᴗに⧅げるためには、⁺ᴗ⤒営や地域の㞠⏝への影㡪も⪃慮することが必せと⪃えられま

す。今後は、⏕態⣔モデルの分ᯒ⤖ᯝの⢭度を上げながら、⤒῭⤒営モデルを取り入れた

バイオエコミックスⓗなゎᯒを取り入れることにより、地域に即した持⥆可⬟な♫会形成

につながる◊✲の⥅承をᶍ⣴しています。 

図 2 㣴殖カキ収容㔞を変えた時の⥲水

揚げと㈋㓟⣲リスク 



水産業の持続的発展のための海洋生態系モデリング 
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1. はじめに 

東北地方沿岸域において水産業は主せな産業の一つであり、東日本大㟈災からの復興に

おいて水産業の持続的な発展は㔜せなㄢ㢟となっている。東北マリンサイエンス拠点形成

事業(以下 TEAMS)では、東北地方太平洋沖地㟈と津波によって海洋環境・海洋生態系が受

けた影㡪やその後の変化についての科学的ㄪ査を行うとともに、ほ測・モニタリングから

得られた海洋環境・生態系のデータを統合的にみることができる生態系モデルを㛤発し、

水産業の復興に役立つ情報の創出に㛵する研究㛤発を行ってきた。水産業の持続的な発展

にむけて、海洋環境や水産㈨源の状況を把握して海洋生態系のチ容する範囲で㈨源を活用

していく生態学的な側㠃と、㈨源を効率的に活用していく経済的な側㠃のそれぞれに役立

つ情報を提供する必せがある。ほ測から得られる海洋環境・海洋生態系データは時空㛫上

の点で得られる情報であり、これを㠃的に⿵㛫することができる海洋生態系モデルの結果

は海洋生態系の状態を把握するためツールとして強力なものであることに加え、その変動

の将来予測やメカニズムのゎ明など、効率的な操業に対して有効な情報を提供できる。そ

のため海洋生態系モデルを㏻じて得られた成果を漁業者・水産行政などで活用してもらう

ことにより、水産業の持続的な発展に直接㈉献できるものであると考えている。 

本発⾲では、物理環境・低次生態系環境など海洋環境の再現・予測のためのモデルか

ら、㧗次生態系である水産㈨源を対㇟にした生態系モデルまで、東北マリンサイエンス拠

点形成事業で行われた海洋生態系モデルに㛵する研究㛤発の成果を紹介したい。 

 

2. 海洋生態系モデルの成果の概せ 

1) 海洋物理・低次生態系モデル 

海洋物理・低次生態系モデルは、水温・流㏿場の変動や基礎生産に㛵するモデルであ

り生態系のボトムアップコントールを理ゎするための基礎となる情報を創出すること

ができる。TEAMSでは東北沖合の特徴的な海流である、ぶ潮・津㍍暖流や㯮潮続流を㧗

ゎ像度(約 1.7km)で⾲現することのできる数値モデルを㛤発するとともに、このモデル

を用いて㐣去 10年程度の東北沖の海洋環境を再現できる再ゎ析データセットを作成し

た。さらに、局所的により㧗ゎ像度の数値モデルを㝵層的に組み合わせることによっ

て、ゎ像度数 10mで大槌湾や女川湾における流動場を再現できるシステムも㛤発し、

東北沿岸の湾内の流動場の特徴を明らかにすることができた。また大槌湾では低次生

態系モデルも結合し、湾内の春季ブルームなどのイベントを再現することができるモ



デルを㛤発し、大槌湾における特徴的な海洋環境とその変動メカニズムを明らかにす

ることができた。 

2) ハビタットモデル・ハビタットマップ 

౨沿岸・沖のいくつかのਫ਼झにଲして、そのรಊと海༺環境の関係を観データ
から౹計దにくハビタットモデルと呼ばれるਫ਼ସ系モデルを構し、ਫ਼झの空間
ාや࣎間รಊをコントロールするメカニズムを考ࡱするとともに、গཔのรಊ༩をߨ
った。マダラをଲেとしたモデリングではそのࣁ源ྖාを 100mのਭ温・塩に加
え、加ྖに関わるགྷોである 3೧のઍୈの࠹下ਭ温を考ྂすることで 1ヶ月ఖ
ౕ༩可であることがࣖされた。また、マガキに関しては季の࠹ఁਭ温が॑གྷなགྷ
ોであり、ࠕ後ஏ球温ஈ化がむと好నஏが広がることがࣖされた一๏、アンコウ・マ
コガレイなどのఊ魚では好నஏのร化が見られずࣁ源ྖが減ঙする可があること
がࣖされた。さらに、ঃઔではなモニタリングデータをもとにしたハビタットマ
ップをࡠし、ఊਫ਼ਫ਼・ఊ࣯・ஏ形開๎ౕなどのགྷોをもとに࣎空間รಊのྪをߨ
い、ஏਔによって撹ཛྷされた群ॄ構ଆのร化を࣎空間దに記फ़することができた。 

3) 生態系㣗物㐃㙐モデル 

Ecopath with Ecosim(Christensen and Walters 2004)はある環境下のਫ਼ಋ࢞の関係を
らかにし、ਫ਼ସ系の構ଆを記फ़することができるモデルである。TEAMSではธ
ら(2016)が౨沖海域において構したモデルに、ಢࣙの観データを౹して改ྒྷ
したモデルをࡠした。その結果から、クモヒトデྪ、脚ྪ、およびツノナシオキ
アミはਫ਼ସ系への影響が強く、また現ଚྖのきいキー構群であり、ࢀ沖のਫ਼ସ
系ではこれらの一࣏ভඇंがࢩえる強ྙなボトムアップࡠ༽がଚࡑすることがਬఈさ
れた。 

 
3. 水産業への㈉献と今後の展望 

東北沿岸から沖合における海洋生態系の構㐀は、さまざまな時空㛫スケールをもってお

り、TEAMSの一㐃の研究では様々なほ点から生態系モデルの研究㛤発を行ってきた。その

結果得られた成果は大きく㸰つあり、㸯つは㐣去の変動メカニズムをゎ明することで生態

系変動を引き㉳こすせ因を明らかにし、水産㈨源の管理・活用に㈨する情報が得られたで

ある。もう一つは、モデルを活用して短期・中㛗期の予測の可能性を示すことができたこ

とであり、その結果を活用することで中㛗期的には水産㈨源の管理・活用に、短期的には

効率的な操業に役立てることができると期待される。特に海洋物理モデルを用いた予測シ

ステムについては JAMSTEC発のベンチャー企業に技⾡移㌿が行われ、プロジェクト終了後

も漁業者に向けて定期的な情報発信ができる仕組み作りが予定されている。 

 



ベントスからぢた利⏝と保全 
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底生生（ベントス）は水底に生息するಊ植の総称である。ベントスのうち，エビ，
カニྪで代නされる節足ಊ，貝ྪやタコྪなどのೊ体ಊ，ウニ，ナマコなどのᑞൿಊ
が漁獲されたり，殖されたりして，食༽に供されている。1980೧代以降の沖合漁業の
魚ྪ，イカྪの急激な漁獲減少もあり，総漁獲ྖに対するベントスの漁獲割合は近೧相対
的に増加し，国಼の総漁獲ྖの 2割を占めている。漁獲ྖが安定的なホタテガイやマガキ
漁業は，ベントスの生態を巧みにཤ༽している好ྭである。また，ベントスは食༽にされ
るだけでなく，水産資源生の㕔として多ྪや貝ྪ，小型甲殻ྪが重གྷなༀ割をしてい
る。このようなベントスに関わる生態系サービスは，干潟や藻場などの沿岸生態系でಝに
高く，これらの生態系のฯ全がベントスを持続的にཤ༽し，かな海づくりを実現するた
めにඉ常に重གྷであることを示している。一๏で人間活ಊの拡大にともない，沿岸生態系
は༹々な影響を受け，著しいスピードで྾化している。また，温暖化や海༺の酸性化など
の地球規ໝの気候รಊが生態系に深刻な影響を༫えている。さらに，ೖຌでは長周期で
生する大規ໝな地震やそれにう津ഀや地൭沈下が生し，生態系や水産業に壊໕的な打
撃を༫えるが，正確な༩測はೋしく災や事後の対策を困ೋなものにしている。その中で
生態系のร化を長期的にモニタリングし，長期的な環境รಊや地震などのಧ的な環境ร
化を生とあわせて定ྖ的に握し，地域間でർ較することは，将པ的なร化༩測の助け
となる。また，現状の生多༹性の成因をらかにすることは，災害前の潮堤などの
災施策や災害後の旧の๏向性を決める上で重གྷな知見となる。 
演者は，౨地๏太ฑ༺沖地震を超える規ໝの地震生が想定されるೈ海トラフ沿岸の

౨海地๏において，干潟の生群集の長期モニタリング調査を行っている。この調査は新
生多༹性国家戦ྲྀの施策のひとつである環境省の「重གྷ生態系監視地域モニタリング推
進事業（モニタリングサイト 1000）」の一෨である。干潟では海ಕから沖ೆの全国 8カ
所のコアサイトで 2008೧からຘ೧調査が行われている。2011೧に౨地๏太ฑ༺沖地震
が生し，౨サイトのベントス群集は大きくร化し，他のサイトとの違いやその回過
程がූき彫りとなった。また，演者はช科省の科学研究ඇ助成事業「న切な干潟・塩性湿
地管ཀྵのための生態系価手๑の確ཱི−貝ྪを指ඬとして」において，౨海地๏全域の干
潟貝ྪ相と環境の関係をらかにし，簡สな価๑と生多༹性のฯ持のための指針を提
案した。これらの研究は生が༩想されるೈ海トラフ沖地震前のデータとして重གྷであ
り，これらを含めた，地震前の情ๅの体系的な蓄積や整ඍがまれる。 



㹒㹃㸿㹋㹑で生まれた新たな水産研究の萌芽をいかに育てるか㸽 

 

松田 治 

広島大学・文㒊科学省東北マリンサイエンス拠点委員会 

matsuda036@go3.enjoy.ne.jp 

 

1. はじめに 

東北マリンサイエンス拠点形成事業㸦TEAMS㸧のあり方として、当初から強調されてきた

次の 2点をはじめに確認しておきたい。一つは、TEAMSは研究予算による研究事業ではなく、

復興予算による前例を見ない拠点形成事業だという点である。従来の水産研究には、ともす

れば、研究論文の完成をもって一段落という側㠃もあったが、TEAMSでは、成果が Build Back 

Better に直接つながることが求められている。もう一つは、拠点形成の意味である。拠点

は必ずしも箱物やハードを意味するものでなく、拠点形成とは事業の成果が持続的に活用

される仕組みを作り上げることである。すなわち、TEAMS は 10 年の事業期㛫をもって役割

を終えるのではなく、終了後も機能を発揮し続ける必要があるということである。 

㸰㸬事業成果の全体像 

TEAMSで生まれた膨大な成果の詳細は各論に譲るが、成果の全体を俯瞰してみると、次の

2点が㔜要である。一つは、組織、グループやセクター㛫の分㔝横断的な㐃携が著しく㐍ん

だ点である。自治体や㛵㐃団体との㐃携は必㡲要件とされたが、さらに、TEAMS は例えば、

World BOSAI Forum 2017等にも積極的に参加した。藻場や干潟、マングローブによる EcoDRR

㸦エコ㜵災㸧は、水産とも極めて㛵係が深いからである。マリンサイエンスは、自然現象か

ら消費者まで産・官・学・民の多分㔝に㛵わるので、このような経㦂は、今後の新たな水産

研究に役立てることができる。もう一つは、10 年㛫という㛗い事業期㛫もあって、研究者

の世代交代が㐍み、若手研究者が十分活躍できる状況が生み出された点である。分㔝・組織

的に広大な横のつながりと、世代的な縦のつながりが生みだされたことになる。これらの 2

点は、TEAMSの大きな成果として、事業終了後の新たな水産研究の確立に生かしたい。 

㸱㸬今後に向けて 

TEAMSでは、将来性のある多くの萌芽的な研究や新たな取組みが生まれた。例えば、地域

で様々に実施されてきた現地報告会などがある。これらを、今後も発展的に継続させ、現地

情報から研究のヒントを得て、さらに研究の成果を Feed Backする場にできれば、「現場と

の強いつながりを持った新しいマリンサイエンス」の実現に貢献できる。最後に、TEAMSの

成果の持続的展㛤に向けたやや具体的な提案を例示したい。㛤発した行政・生産者・地域な

どとのつながる仕組みの恒常化、国や地方自治体に対する政策提言、国内発信事業の継続、

一般向け成果本の刊行。世界は東日本大㟈災のその後に注目しているので、海外発信も継続

する。TEAMSの㛤始後㸦2015㸧に国㐃で採択された SDGsを、「㏣い㢼」として利用する。 



Ỉ⏘◊✲の東北Ỉ⏘業への㈉⊩と期待  

杉崎宏哉 

 

Ỉ⏘◊✲・教⫱ᶵ構Ỉ⏘㈨※◊✲所塩㔩拠Ⅼ 

VXgiVaNi@affUc.gR.jS 

 

1. はじめに 

Ỉ⏘庁東北区Ỉ⏘◊✲所は 1949年に宮城┴塩❤市にⓎ㊊して以来、Ỉ⏘◊✲・教⫱

ᶵ構に改⤌された⌧在にいたるまで、東北ᾏ域のỈ⏘◊✲拠Ⅼとして㛗年にわたり⁺

業⌧場でのㄪ査◊✲を実施しています。東日本大㟈⅏前後で一変したᾏὒ⎔境の⛉学

ⓗなㄪ査ほ を⥅⥆し、世⏺ⓗにも㈗㔜な学⾡ⓗ▱ぢの✚のみならず、東北地域の

Ỉ⏘業の復⯆と再⏕を⛉学ⓗ側㠃から支援し⥆けています。本ㅮ₇では、㟈⅏でᾏの

⏕態⣔に何が㉳こり、その⤖果として⁺業はどうなったのか、そのときỈ⏘◊✲に何

が出来たのか、これから何が出来るのかについてご⤂介します。 

 

2. 㟈⅏で変わった東北のᾏ 

㟈⅏による大ὠἼにより、ἢ岸地形の変化、⸴場や干₲のᾘ失などἢ岸⏕態⣔の⃭

変による⁺場や㈨※の急⃭な変化が☜ㄆされました。例えば、東北ἢ岸⁺業の㔜せ✀

であるアワビでは地形の⃭変により㢧ⴭにⓎ⏕が抑制されていました㸦図 1㸧。 

ὠἼにより◚壊された⚟島➨一原子力Ⓨ㟁所からᾏὒに大㔞ὶ出した放射性≀㉁に

よるở染の影㡪は世⏺ⓗにも大きな㛵心事となり、ἢ岸から外ὒまでỈ⏘㔜せ✀を含

むᵝ々なᾏὒ⏕≀へのở染がほ察されました。 

また、東北内‴域において㯞⑷性㈅ẘ⏕⏘⏕≀として▱られる 㠴ẟ⸴のシスト密

度が急⃭に増加したことがほ察され㸦図 2㸧、その後⌧在に⮳るまで㟈⅏前には少なか

った㯞⑷性㈅ẘのⓎ⏕件数が㧗くなっています。 

⁺⯪、⁺ の崩壊など⁺業インフラのᾘ失や放射⬟ở染による操業停Ṇなどにより

東北ᾏ域の⁺業ά動が抑制されたことにより⁺⋓圧が⃭ῶし、2012以㝆にいくつかの

㨶✀について㈨※㔞の増加や大型化がぢられました㸦図 3㸧。 

 

 

 

8000

個/cm3

1000

100

ND2011

H

H
L

L

H

50%

90%

90%

10%

50%

㟈⅏後

最㧗 8200個/cm3

H

8000

個/cm3

1000

2005

100

L

H

90%

90%

50%

10%50%

㟈⅏前

最㧗 950個/cm3

図1．岩手県エゾアワビの歳貝生ືౕ
（水産技術研 高見秀輝ദ士供）

図２．仙台డིとຓᙼ性貝ಡ産生渦佅藻
Alexandrium属シストືౕ
（水産技術研 神山孝史ദ士供）

最㧗 950個/cm2 最㧗 8200個/cm2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

19
90

19
92

19
94

19
96

19
98

20
00

20
02

20
04

20
06

20
08

20
10

20
12

20
14

20
16

漁
獲
割


ࣁ
ݱ
ྖ
（
ト
ン
）

漁期೧
1 2 3 4 5+ 漁獲割

図3．ヒラメ太ฑ༺෨系群(青森-Ἔ城)の೧級พ資源ྖと漁獲割合の震災前後の経೧รಊ
（水産資源研 栗ీദ士供）



3. Ỉ⏘◊✲は何をしてきたか㸽 

Ỉ⏘◊✲ᶵ㛵は㟈⅏前の情報も合わせて事実をṇ☜にグ㘓したデータに基づき、そ

の変化の原因をゎ析して㟈⅏がもたらした影㡪をホ価し、学⾡成果としてⓎ⾲してき

ました。⛉学ⓗ▱ぢを元にどうすれば修復できるのか、今後どうなると予 されるか

を⪃察して◊✲成果としてⓎ⾲するとともに、Ỉ⏘⥲合◊✲センター㸦当時㸧は復⯆

本㒊会㆟をタ⨨し、国や⮬体の⾜政㒊局と㐃携し、⁺業⪅、地域⏕ά⪅にㄝ明し復

⯆の方向性の検ウ材料を提供してきました。ἢ岸⏕態⣔修復㐣⛬のモニタリング、放

射⬟ở染の㨶✀別のῶ⾶≧ἣのモニタリングと放射⬟≀㉁の挙動メカニズム把握、㔜

せỈ⏘㈨※動向ㄪ査、㈅ẘⓎ⏕メカニズムゎ析などを⢭力ⓗに実施し、他の◊✲ᶵ㛵

と㐃携して◊✲成果を㝶時地域⾜政や⁺業⪅に報告し⁺業の復⯆検ウに┤接参加して

きました。また、崩壊した✀ⱑ⏕⏘施タやさけますふ化場などの再建に伴い不㊊した

✀ⱑ供⤥のサポートや技⾡指導を⾜い㏿やかな回復を支援しました。㈅ẘモニタリン

グᾏ域区分の審㆟に参加するなど、Ỉ⏘復⯆への⛉学ⓗ㈉⊩を今も⥆けています。 

 

4. 㟈⅏後の東北の⁺業 

日本有数の⁺業地域をくったὠἼは、3万㞘㏆くの⁺⯪、300 以上の⁺ の崩壊な

ど大きな⿕害をもたらしました。その後、国家つᶍでの官Ẹの尽力により㟈⅏後 5年

⤒㐣㡭までに㟈⅏前に㏆いつᶍにまで復旧しましたが、㧗㱋化した⁺村では廃業も㐍

み㟈⅏前からῶ少傾向にあった⁺業従事⪅数のῶ少が⥆いています。また放射⬟ở染

は⛉学ⓗなほ ⤖果ではᾏỈの放射⥺⃰度は時㛫の⤒㐣とともに急⃭にῶじ、採㞟さ

れるᾏ⏘≀の⃰度も十分低くなった⌧在においても♫会ⓗな不安による㢼ホやトリチ

ウムỈ排出の問㢟などがṧり、⚟島┴では⁺業が再㛤できない≧ἣも⥆いています。 

 

5. 東北のᾏの今とこれから 

㟈⅏で壊⁛ⓗな打撃を⿕った東北の⁺村もインフラ㠃では回復が㐍み、多くの⁺業

が再㛤され市場ὶ㏻も回復が㐍みỈ⏘業の復⯆基┙は整備されてきました。しかし、

放射⬟ở染に対する国内外のショックは未だに大きく⚟島┴の⁺業⮬⢔やᾏ外㍺出つ

制など⛉学ⓗなㄝ明だけではゎỴできない問㢟を抱えています。また、㏆年東北ᾏ域

の㔜せ⁺業✀である、サンマ、スルメイカ、サケ、イカナゴなどのṔ史ⓗ不⁺がⓎ⏕

しており、㟈⅏を乗り㉸えてⓎ展しようとするᶵ㐠にỈを差す展㛤になっています。

この不⁺せ因は㟈⅏や人Ⅽⓗな原因だけではなく地⌫つᶍでの大きな⎔境変動による

ものが大きいと⪃えられます。このような⮬↛せ因による㈨※変動のᶵ構ゎ析や予 

は㛗年Ỉ⏘◊✲所が主せなテーマとしてきた◊✲であり、数十年つᶍのẼ候変動に伴

うᵝ々な㨶✀の㈨※㔞変動や、⁺場や⏘卵場の分布予 に㈉⊩するᾏἣ予 モデルの

㛤Ⓨなどの実⦼があり、㟈⅏後の東北の⁺業の復⯆が㌶㐨に乗るためには、Ỉ⏘ᾏὒ

⎔境の㛗年の◊✲成果のά⏝が㔜せな㘽となると期待されています。 



 

⛉学ⓗ▱ぢの♫会実とỈ⏘ᴗの復⯆ 

 

中⏣ ⸅ 

日本学⾡会㆟㐃携会員・ 

Ỉ⏘◊✲・教⫱ᶵᵓ 

QaNaWa@fiVh-X.ac.jS 

 

1㸬 はじめに 

ᮾ日本大㟈⅏Ⓨ⏕からまもなく 10年が⤒とうとしており、⁺ 、市場、⁺⯪などのỈ⏘

インフラがほぼ復旧した。一方、⛉学技⾡とイノベーションを一体ⓗかつ戦␎ⓗに推㐍す

ることを基本方㔪とした➨㸲ḟ⛉学技⾡基本ィ⏬が平成 23年に制定され、「㟈⅏からの復

⯆、再⏕」が喫⥭のㄢ㢟に位⨨づけられた。◊✲成ᯝを♫会実することで復⯆を強力に

推し㐍めることを┠指し、文⛉┬による「ᮾ北マリンサイエンス拠Ⅼ形成事ᴗ」や㎰Ỉ┬

による「㣗料⏕⏘地域再⏕のための先➃技⾡展㛤事ᴗ」が実施された。しかし、㟈⅏前か

ら⥆いている 暖化の㐍⾜や⁺ᴗ⪅のῶ少などは一層῝刻化し、⿕⅏地域のỈ⏘ᴗを持⥆

可⬟な形で復⯆・再⏕するには、こうした変化にも対応する必せがある。◊✲⪅にồめら

れる役割について、⿕⅏地➼で実施されてきた各✀◊✲プロジェクトを例に、これからの

ᮾ北太平ὒ岸の復⯆・再⏕において◊✲⪅にồめられる役割について⪃えたい。 

 

㸰㸬⿕⅏地のỈ⏘ᴗの復⯆・再⏕への新つ技⾡と⛉学ⓗ▱ぢのά⏝ 

  「㣗料⏕⏘地域再⏕のための先➃技⾡展㛤事ᴗ」では、復旧が㐍⾜する㛫に失われてし

まった⿕⅏地のỈ⏘≀の㈍㊰の㛤拓のため、主せなỈ⏘㈨※を原材料とした新〇品㛤Ⓨと

そこでά⏝される新たな技⾡の㛤Ⓨ・実が┠指された。当ヱ事ᴗは、◊✲㛤Ⓨἲ人・大

学・Ẹ㛫➼が既存の技⾡シーズをもとに⌧場でά⏝できる技⾡体⣔を㛤Ⓨし、┴➼が⿕⅏

地に㐺した技⾡となるようㄪ整・改善を⾜い、⏕⏘⪅が成ᯝの⌧場実ドを⾜うというᯟ⤌

みを形成して推㐍された⤖ᯝ、▷期㛫のうちに〇品化にまでこぎ╔けた成ᯝも⏕まれた。

しかし、原材料となるサケやサンマ、スルメイカの⁺⋓㔞が㏆年ῶ少し、Ỉ⏘加工品の売

り上げの回復が㐜れ、㛤Ⓨされた〇品の普及にも影をⴠとしている。なお、㈨※変動のせ

因と今後の動向のぢ㏻しを◊✲⪅がㄝ明することは、㛤Ⓨされた技⾡を増加傾向にある他

の㈨※へと㌿⏝・展㛤することに寄与する可⬟性がある。 

 暖化の影㡪が㢧在化する中で、平成 29年度より⎔境┬による「地域㐺応コンソーシア

ム事ᴗ㸦H29-R1㸧」が㛤始された。本事ᴗでは、地方公共団体、⎔境アセスメント会♫、大

学・◊✲所➼がコンソーシアムを⤌み、地方公共団体が㔜せと⪃えるㄢ㢟について 暖化

影㡪の将᮶予 を⾜い、㐺応⟇の᳨ウや㐺応ィ⏬の⟇定を⾜う建てつけとなっている。⿕

⅏地域の⮬体は、ホタテ㣴Ṫ㸦㟷᳃┴㸧、ワカメ㣴Ṫ㸦岩手┴㸧、サケの孵化放ὶ㸦宮城



┴㸧についての㐺応⟇を᳨ウ対㇟とした。しかし、Ỉ⏘分㔝では、⁺ᴗ⪅➼の⏕⏘⪅が㐺

応の実施主体となる場合が多いことから、㐺応技⾡を実する㝿には、ステークホルダー

㛫で⛉学ⓗ情報が共有されること、⏕⏘⌧場で⥅⥆ⓗに実施可⬟な㐺応⟇となっているこ

と、⁺ᴗ⪅から⣡得が得られること、が必せ不可Ḟであり、◊✲⪅がᯝたす役割も大きい。 

⎔境┬の⎔境⥲合◊✲推㐍㈝「持⥆可⬟なἢ岸域実⌧を┠指したἢ岸ᾏ域⟶⌮手ἲの㛤

Ⓨ㸦H26-30㸧」では、∻⾃やワカメ➼の㣴Ṫᴗがさかんな宮城┴志ὠ川‴が◊✲対㇟ᾏ域の

ひとつにタ定された。当ヱᾏ域を担当した◊✲グループは、◊✲を㐍めると同時に「志ὠ

川‴の将᮶を⪃える協㆟会」を宮城┴⁺協志ὠ川支所㐠営委員会、南三㝣⏫、宮城┴、⎔

境┬、WWFとともに❧ち上げ、⤖ᯝを共有して将᮶の志ὠ川‴の⁺ᴗと⎔境のあるべき姿に

ついて㆟ㄽを⾜なった㸦小ᯇら、2017㸧。また、‴内の⏕⏘と≀㉁循⎔を再⌧するモデルを

ᵓ⠏し、∻⾃とワカメの㣴Ṫ㔞を㟈⅏前よりῶらして㐺ṇなỈ‽とすることで収┈向上と

⁺場⎔境の保全の両方が実⌧可⬟となることを定㔞ⓗに♧した。このことは、「㟈⅏で✀ⱑ

の多くが失われたために㣴Ṫ密度をῶらしたことが、∻⾃の成㛗を促㐍して㟈⅏前に匹敵

する⏕⏘に⧅がった」という、㟈⅏┤後の⁺ᴗ⪅の⤒㦂と合⮴するものであった。⁺ᴗ⪅

は、◊✲⤖ᯝをもとに⏕⏘性向上と⁺場⎔境の保全がともにぢ㎸めるように㣴Ṫ方ἲを改

善し、これが国内初の ASCㄆドの取得に⧅がった。◊✲⪅による⛉学ⓗ▱ぢが⁺ᴗ⪅の意

志Ỵ定にάかされた好例であり、∻⾃㣴Ṫにおける ASCの取得は、┴内の他地域にも広が

りつつある。 

 

㸱㸬⿕⅏地の再⏕・創⏕に向けて 

ICT、AI、ビッグデータのά⏝がᵝ々な分㔝で㐍められ、Ỉ⏘ᴗにおいてもスマート化の

ᶵ㐠が㧗まっている。⮬動ⓗに取得された⎔境データを⏕⏘性の向上にά⏝するだけでな

く、Ỉ⏘ᴗのᵝ々な㐣⛬で得られる情報を㛵係⪅⮬らが戦␎ⓗにά⏝することや新⏘ᴗの

創出に⧅げることが期待される。しかし、⁺ᴗ⪅➼のỈ⏘ᴗに携わる⪅とスマート技⾡㛤

Ⓨ⪅との信㢗㛵係ᵓ⠏に時㛫をせすることや、スマート化の技⾡を導入する上でのインセ

ンティブが不㊊していることになどにより㸦Ỉ⏘ᴗの明日を拓くスマートỈ⏘ᴗ◊✲会、

2020㸧、そのṌみはỴして早くはない。⿕⅏地では、これまでの復⯆・再⏕を┠指した新た

な技⾡や⛉学ⓗ▱ぢの導入・実の⤒㦂が✚され、その㘽となるとㄆ㆑されつつある◊

✲⪅と⁺ᴗ⪅の㛫の「意⩏」の共有と⁺ᴗ⪅の⣡得の㔜せ性は、⿕⅏地Ỉ⏘ᴗのスマート

化にも当てはまることである。将᮶にわたり持⥆ⓗな⿕⅏地の再⏕・創⏕を㐍めるために、

◊✲⪅は⁺ᴗ⪅や⏕⏘⌧場が必せとする事を⌮ゎし、信㢗㛵係を⠏いて◊✲・㛤Ⓨを㐍

め、成ᯝを共有することが㔜せである。 

 


